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Abstract: The purpose of this study is to investigate the opinions of the staff s working at 
Employment and Life Support Centers for Individuals with Disabilities, which are the 
Knowledge and Skills required for Transition Specialists in upper second education 
divisions of special schools for Students with Intellectual disabilities.　The questionnaires 
were sent to 201 Employment and Life Support Centers for individuals with disabilities.  
As the result of this study, it was clarified three domains of the knowledge and skills 
which were requested for transition from school to work.　The knowledge and skills that 
were mostly required were “Coordination and Needs Assessment”, “Job-Coaching” and “Job 
skills analysis”.
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１．問題の所在

（１）特別支援学校の就労支援と関係機関との連携
　障害者基本計画及び新障害者プランによって，乳幼
児期から特別支援学校卒業後の自立や社会参加に向け
た支援の必要性が示され，乳幼児期から成人までの一
貫した支援体制構築を目指す施策の１つとして個別の
教育支援計画の活用が提案された（全国特殊学校長会，
2002）。これは障害のある子どものニーズに応じて，
関係する支援機関と適切な役割分担をもとに支援を行
うためのツールとして活用することが期待されてい
る。また，小学部から中学部，高等部から卒業後の進

路などの各ライフステージ間のスムーズな移行を支援
するためのツールには，個別の移行支援計画が提案さ
れている（全国特殊学校長会，2002）。
　2007年に施行された特別支援教育への転換によっ
て，特別支援学校では，生徒のニーズに応じて，教育，
医療，福祉，労働，行政などの関係機関と連携して，チー
ムとなり包括的かつ一貫的な支援を実施することがこ
れまで以上に求められるようになった。
　特別支援学校と関係機関との連携は，公共職業安定
所や企業などの労働機関，就労移行支援事業所などの
福祉機関，障害者職業センターなどの職業リハビリ
テーション関連機関など多機関にわたる。同様に，チー
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ムの構成員となる専門職も教員，行政官，福祉支援員，
リハビリテーション支援員など多職種にわたる。つま
り，就労支援における特別支援学校と関係機関との連
携は，多機関・多職種連携に該当する。
　特別支援学校では，これまでに効果的な授業の実践
として複数の教員で授業を実施するチームティーチン
グ（以下，TTとする）が用いられているが，これは
特別支援学校内という単一組織である特別支援学校に
おける教員という１つの専門職種における連携であ
り，単機関・単職種連携にあたる。一方，就労支援に
おいて求められている連携は，特別支援学校と職業リ
ハビリテーション機関や企業など複数の組織間におけ
る連携であり，関わる専門職も多職種にわたる。この
多機関・多職種連携を効果的に行うためには，互いの
専門職の専門性の理解，共通の目標の形成，ビジョン
の共有をすることが求められている（菊地，2004）。
TTが同じ専門領域かつ同一職種間において行う単機
関・単職種連携であることと比較すると，多機関・多
職種連携において求められる知識やスキルは格段に高
度な知識・スキルが求められる（菊地，2000）。同じ
領域を専門とする専門職間では，その目標や価値観，
ビジョンの共有が比較的容易であるのに対し，異なる
領域を専門とする専門職間では，その専門職の基軸と
なる専門性領域の違いから，目標や価値観，ビジョン
の共有などにおいて，時に困難さを示すことがある
（菊地，2000）。菊地（2004）は，多機関・多職種連携
では，連携する者同士がチームとして共通する目標や
価値観，ビジョンの共有を持つことがその連携の質に
影響することを指摘している。
　連携するチーム内において，異なる専門職が共有の
目標や価値観，ビジョンを保有するためには，チーム
の構成員となる個人が自身の専門性を高め，他者の専
門領域と自身の専門領域との価値観や考え方の違いを
理解し，相互の専門性の違いを理解した上で，共有で
きる目標や価値観，ビジョンを形成していくことが
チームを構成する過程で求められる（菊地，2000）。
つまり，質の高い多機関・多職種連携を実現するため
には，まず自身の専門性を確立させることが重要な条
件となる。
　実際に，特別支援学校の就労支援における関係機関
との連携阻害要因の１つに，特別支援学校の教員の就
労支援に対する知識やスキルなどの理解不足が生じて
いることが明らかにされており（藤井・落合，2011），
関係機関と連携した効果的な就労支援を実現するため
は，進路指導担当教員の専門性の獲得及び向上が課題
であると指摘されている（藤井，2011）。

（２） 特別支援学校の就労支援におけるジョブコーチ
的支援の導入

　知的障害者の就労支援を取り巻く環境の１つとして
大きな役割を果たしているのが職場適応援助者（以下，
ジョブコーチとする）である。ジョブコーチは，要支
援者に対し，どのような仕事内容や勤務時間形態が望
ましいかをアセスメントし，それをもとに職場開拓を
行う。職場開拓では支援者と仕事内容や環境とのマッ
チングを図るために，要支援者が可能な職務内容を選
択して１日の職務を構成する職務再設計や職場環境の
整備を行う。また，要支援者に対する指導では，作業
手順を細分化し，図解するなどによって，構造的に作
業内容を提示し，要支援者の理解促進を図るシステマ
ティック・インストラクションと呼ばれる介入手法を
用いている。職務環境の調整と，システマティック・
インストラクションを用いた要支援者への職場実習や
職場定着支援を実施することにより，その効果が認識
され，ジョブコーチの業務や役割の重要性が指摘され
ている（青木・渥美，2007）。
　特別支援学校の就労支援においても，ジョブコーチ
的支援の手法を用いた職場実習や職場定着支援を実施
する効果と有効性が認識され，進路指導担当教員が
ジョブコーチ的支援を行うことの重要性が指摘されて
いる。実際に，特別支援学校に在籍する生徒の就業体
験にジョブコーチを派遣し，成果を上げている事例
（渡辺，2006）が報告されているが，特別支援学校に
在籍する生徒の就労支援にジョブコーチを派遣する事
業の取り組みは地域によって異なっており，多くの
ジョブコーチ派遣事業は，特別支援学校に在籍する生
徒の就労支援を対象としていない。こうした現状に対
応するために，特別支援学校教員がジョブコーチ研修
を受講し，ジョブコーチ的支援を行っている取り組み
（高畑，2005）が報告されている。こうして進路指導
担当教員が現場実習でジョブコーチ的支援を行うこと
で，実習先から効率の良い雇用先の開拓や職場定着率
の向上や重度の知的障害のある生徒への効果的な指導
の実現が期待されている（小塩，2005）。
（３）進路指導担当教員の専門性
　木村（2006）は，知的障害教育に携わる教員に必要
な専門性を，「①適切なアセスメントや観察力，『障害』
から生徒を捉えない見方などの生徒の理解」，「② ICF
の理解などの『知的障害』に対する知識・理解」，「③生
徒に応じた適切な目標選定と指導の実現，豊富な実践
な実践と反省的検討ができる教育実践力」，「④生徒の
立場に立った発想など学習活動における共感的対応」，
「⑤同僚や関係者などの校内での協働・多方面におけ
る人脈づくり」，「⑥保護者の心情理解や説明責任など
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保護者との連携・協力」，「⑦教員自身の学ぶ姿勢や知
的好奇心など研修への意欲・向上心」に整理している。
　知的障害のある生徒の就労支援において中心を担う
特別支援学校高等部の進路指導教員は，これらの専門
性を基礎として，「新たな職域」の開拓，関係機関や
企業などの地域産業との連携の強化，卒業後の生徒へ
のアフターフォローが求められている。これにより，
進路指導担当教員の業務とその役割は，①進路指導に
関わる情報分析・査定・判断などのアセスメント，②校
内や保護者などへの広報・連絡，③個別移行支援計画
書の作成などの支援チームの仲介，④生徒の実習先へ
の職場適応支援（以下ジョブコーチ的支援）や職場開
拓，⑤就労支援への積極的な主導的調整の５つの業
務・役割（知名，2008）が求められるようになった。
　これらの業務・役割は，従来の特別支援教育職とし
ての役割・業務に加え職業リハビリテーション従事者
としての役割・業務が求められている（知名，2008）。
つまり，知的障害のある生徒に対して進路指導担当教
員に求められる専門性は，①生徒の可能性を伸ばす，
適切な生徒理解やアセスメント，②校内の教員や保護
者，校外の関係機関と協働した進路指導を実現するた
めに必要な広報や連絡・関係調整を行うなどの主体的
な人脈づくり，③生徒の職場実習における課題の選定
や適切な指導，効果的な学習環境の調整などが求めら
れている。
　職業リハビリテーション従事者は，労働，保健医療，
福祉，教育，企業などの機関に所属しており，その中
で，障害のある人の職業的自立を支援している者を指
す（松為，2010）。よって，それぞれの所属する機関
の役割や専門領域によって，支援に対する視点や習得
するスキル等は多様である（松為，2010）。
　職業リハビリテーション従事者に求められる知識・
スキルは，①所属する機関の専門領域を超えて共通す
る「基本的な知識・スキル」と，②所属機関の専門領
域に従事する者として求められる「固有の知識・スキ
ル」に分類でき，「固有の知識・スキル」は「基本的
な知識・スキル」の上位構成要素として位置づけられ
る（松為，2010）。
　特別支援学校の進路指導担当教員は，特別支援学校
という機関に所属し，特別支援教育領域を専門とする
が，同時に，生徒の職業的自立を目指し，就労支援を
実施する職業リハビリテーション従事者である。つま
り進路指導担当教員に求められる知識・スキルは，就
労支援において共通して求められる「基礎的な知識・
スキル」と同時に，特別支援教育領域の専門家として
求められる「固有の知識・スキル」が求められている
と考えられる。

（４） 進路指導担当教員の専門性獲得及び向上の現状
と課題

　特別支援学校における進路指導担当教員は，校務分
掌などによって任命されることが多く，特別支援学校
高等部に配属され，かつ進路指導部という校務分掌の
役職を担うことで初めて就労支援に携わる教員も多
い。特別支援学校教諭の養成機関である高等教育機関
では，進路指導や就労支援などの職業リハビリテー
ション領域に関連する学習機会は十分に保障されてい
るとはいえない。よって，多くの進路指導担当教員は，
教育職に就いた後，特別支援学校高等部に配属されて
から初めてこれらの領域について学習することとな
る。各自治体や特別支援学校独自の進路指導教員の専
門性の獲得を目的とした研修や自主研鑽の為の支援な
ども報告されているが，組織的，戦略的な進路指導担
当教員養成システムの構築までは至っていない（藤井，
2011）。つまり，進路指導担当教員の専門性の獲得及
び向上は，あくまでも教員自身の自己学習や指導経験
により体得することで補っている現状がある。
　藤井・落合（2011）は，特別支援学校の就労支援に
おいて主要な連携機関となっている障害者就業・生活
支援センターの職員を対象に，特別支援学校との連携
を阻害する要因について明らかにしている。この調査
では，特別支援学校の教員の就労支援に関する法制度
や各関係機関の役割などに関する知識・理解不足が連
携阻害要因の１つとなっていることが指摘されてい
る。また，職業リハビリテーション従事者の専門性の
研鑽の場であるジョブコーチ研修を受講したことのあ
る進路指導担当教員は，就労支援に関する内容の研修
経験の無い進路指導担当教員と比較して，連携におけ
る困難感が低いことが明らかにされている。つまり，
進路指導担当教員が，就労支援において求められてい
る専門性を獲得するために学習することによって，関
係機関と連携した，より質の高い就労支援を実現させ
ることが期待される。

２．研究の目的

　効果的な多機関・多職種連携を実現するためには，
それぞれの専門家が自身の専門領域を確立し，専門性
を高めることが重要な要素となる。よって，効果的な
就労支援を実現するために，特別支援学校内において
重要な役割を担う進路指導担当教員に求められる知
識・スキルを明らかにする必要がある。
　特別支援学校の就労支援において主要な連携者とな
る障害者就業・生活支援センター職員から捉える，特
別支援学校進路指導担当教員に求められる知識・スキ
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ルを明らかにすることで，職業リハビリテーションを
専門領域の視点から求められる特別支援教育領域の専
門性を明らかにすることができる。よって本研究では，
職業リハビリテーション従事者が捉える，就労支援の
際に進路指導担当教員に求められる知識・スキルにつ
いて明らかにする。求める知識・スキルと回答者の特
別支援学校との連携経験の影響を検証するために，回
答者のこれまでの連携経験として，特別支援学校との
連携における困難経験の有無，特別支援学校の開催す
る支援会議への参加経験の有無，特別支援学校の作成
した個別移行支援計画書の活用経験の有無によってそ
れぞれ回答者を分け，これらの連携経験の求める知
識・スキルへの影響を検証する。

３．方　法

（１）調査方法及び対象者
　本調査は，無記名回答による自記式質問紙調査を郵
送法にて実施した。全国の障害者就業・生活支援セン
ター 201 ヵ所を対象に，各センター職員３名の計603
名に回答を依頼した。調査実施期間は，2008年８月22
日から2009年９月24日であった。
（２）調査内容
　「進路指導担当教員に求められる知識及びスキル」
は，高畑（2005），小塩（2005），知名（2008），田中・
八重田（2006）の進路指導担当教員に求められる業務・
役割及び知識・スキルに関する報告をもとに，生徒の
職業能力評価に関する知識・スキル，生徒の現場実習
時におけるジョブコーチ的支援介入の方法，生徒の就
職先及び実習先の開拓など職場開拓に関する内容，生
徒の就労支援を協働して支援する校内の教員，保護者，
校外の関係機関の専門家などとの円滑な対人関係の構
築に関する計22項目を設問した。
（３）分析方法
　本調査の結果を，特別支援学校高等部進路指導担当
教員に求められる能力・スキルを明らかにするため
に，探索的因子分析（主因子法，プロマックス回転）
を実施した。抽出された因子をもとに，回答者のこれ
までの，①特別支援学校との連携した就業支援におい
て困難の感じた経験の有無，②特別支援学校との連携
において個別移行支援計画書（以下 ITP）を活用した
経験の有無，③特別支援学校との連携において特別支
援学校の開催する支援会議に参加した経験の有無の３
つの条件において，回答者を経験有群と経験無群の２
群に分類し，抽出された因子と条件による対応のある
２要因の分散分析を実施した。

４．結　果

（１）回答者属性
　本調査の結果，回答依頼者603名のうち221名（36.7％）
から有効回答を得た。回答者の障害者福祉従事平均年
数は9.67年（SD＝8.06），障害者就業支援従事年数は3.98
年（SD＝4.20）であった。
　結果，①困難感の有無の条件では，有りとした群
139名，無しとした群82名，② ITP 活用の有無の条件
では，有りとした群115名，無しとした群106名，③特
別支援学校における支援会議の参加経験の有無の条件
では，有りとした群141名，無しとした群80名に分け
られた。
（２）進路指導担当教員に求められる知識・スキル
　本調査にて得た回答を，探索的因子分析（主因子法，
プロマックス回転）を行った。因子負荷量が0.40に未
満の項目，２因子に高い因子負荷量を示した３項目を
削除した。結果，３因子が抽出された（Table 1）。
　抽出された第１因子は，「校内の教員と円滑な関係
を築くスキル」「保護者と円滑な関係を築くスキル」，
「学校内と関係機関が，円滑に連携できるよういにコー
ディネートするスキル」「生徒の状況変化に対して，
臨機応変に対応できるスキル」などの13項目に高い因
子負荷量を示す因子であった。これらは，関係機関や
保護者や企業など連携する相手との良好な関係を継続
した上で交渉する能力や生徒の実態を把握し適切な指
導をするスキル，基礎的な法制度に関する知識に関す
る内容であった。つまり，関係機関との関係形成コー
ディネート及び生徒への指導に関する知識・スキルで
ある。よってこの因子を「関係形成調整及び実態把握
スキル（α＝.956）」と命名する。
　第２因子は，「現場実習先において，職務分析をで
きるスキル」，「現場実習先において，ナチュラルサポー
トを形成できるスキル」，「現場実習先の業務を生徒の
特性に合わせて再構築できるスキル」などの４項目に
高い因子負荷量を示す因子であった。これらは，ジョ
ブコーチ的支援手法を用いた就労支援に関する知識・
スキルに関する内容である。よってこの因子を「ジョ
ブコーチ的支援スキル（α＝.913）」と命名する。
　第３因子は，「生徒の職業評価検査として，行動観
察を行うスキル」「生徒の職業評価検査として，心理
検査を行うスキル」の２項目に高い因子負荷量を示し
た。これらの内容は，生徒の職業的能力の評価を行う
ための能力・スキルである。よってこの因子を「職業
能力評価スキル（α＝.792）」と命名する。
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（４） 進路指導担当教員に求められる知識・スキルと
連携経験の影響

　抽出された進路指導担当教員に求められる知識・ス
キルの３因子と回答者のこれまでの特別支援学校との
連携経験の内容の３条件をもとに，それぞれの条件毎
の有無によって対応のある２要因分散分析を行った。
　特別支援学校との連携における困難感の有無の条件
では，求める知識・スキルの主効果（F（2,218）＝

26.39，p<0.01）のみ確認され，交互作用（F（2,218）＝
0.11，p>0.05）及び群間比較（F（1）＝0.25，p>0.05）で
も有意差は確認されなかった（Table 2）。また同様に，
支援会議の参加経験の有無に関する条件でも，求める
知識・スキルの主効果（F（2,218）＝26.53，p<0.01）の
み確認され，交互作用（F（2,218）＝2.85，p>0.05），群
間比較（F（1）＝0.01，p>0.05）ともに有意差は確認さ
れなかった（Table 4）。

Table 1　進路指導担当教員に求める知識・スキル因子負荷量

Table 2　困難経験の有無による影響

Table 3　ITP活用経験の有無による影響

Table 4　支援会議参加経験の有無による影響

（平均値，標準偏差）　n.s=p>0.05　*=p< 0.05　**=p<0.01  

（平均値，標準偏差）　n.s=p>0.05　*=p< 0.05　**=p<0.01

（平均値，標準偏差）　n.s=p>0.05　*=p< 0.05　**=p<0.01
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　しかし，ITP の活用経験の有無に関する条件では，
交互作用（F（2,218）＝0.40，p>0.05）は確認されなかっ
たが，求める知識・スキルの主効果（F（2,218）＝29.06，
p<0.01）と，ITP 活用経験の有無における群間比較
（F（1）＝4.65，p<0.05）で有意差が確認された。つまり，
ITP 活用経験の有る職員の方が ITP 活用経験の無い
職員よりも，進路指導担当教員に求める知識・スキル
が有意に高いことが明らかになった（Table 3）。

５．考　察

（１）進路指導担当教員に求められる３つの知識・スキル
　職業リハビリテーションの従事者である障害者就
業・生活支援センターの職員が捉える特別支援学校進
路指導担当教員に求められる知識・スキルは，「関係
形成調整・実態把握スキル」「ジョブコーチ的支援ス
キル」「職業能力評価スキル」の３つの知識・スキル
であることが明らかになった。求める知識・スキルと
してより高く認識されていた知識・スキルは，「関係
形成調整・実態把握スキル」，「ジョブコーチ的支援ス
キル」，「職業能力評価スキル」の順であった。
　進路指導担当教員に求める知識・スキルとして「関
係形成調整・実態把握スキル」が最も高く求められて
いるのは，進路指導担当教員の業務・役割に，校内外
の関係者との連絡調整を行うなどの人脈づくりやコー
ディネートなどの主導的役割が求められていることが
影響していると考えられる。関係機関との連携を効果
的に行うための人脈づくりや関係機関とのコーディ
ネートを行うと同時に，求められているスキルとして，
生徒の現状や課題を適切な指導へと結びつける実態把
握スキルも同様に求められている。これは，生徒の潜
在的な可能性を引き出し，職業的自立を実現するため
に，木村（2006）の指摘する「生徒に応じた適切な目
標設定と指導の実現」に関する専門性が求められてい
ると考えられる。つまり，職業リハビリテーション従
事者から進路指導担当教員に最も求められている知
識・スキルは，関係機関や保護者との円滑な関係形成
や効果的な連携が実施するためにコーディネートする
ための知識・スキルが求められている。また，生徒の
実態を的確に把握し，効果的な指導へとつなげていく
観察力や指導力も求められているといえる。
　「ジョブコーチ的支援スキル」は，生徒が校外の企
業や事業所などで行う現場実習などにおいて求められ
ている知識・スキルである。進路指導担当教員が「ジョ
ブコーチ的支援スキル」を獲得することによって，生
徒の現場実習時や就労予定先における職務適応を促す
ことが期待されており，生徒にとって，より効果的な

学習機会を保障することが期待されている。この「ジョ
ブコーチ的支援スキル」は，本来，職業リハビリテー
ション領域の一部である。よって進路指導担当教員に
は，求められる知識・スキルとして職業リハビリテー
ション領域の知識・スキルの獲得が求められていると
いえる。「ジョブコーチ的支援スキル」と同様に，職
業リハビリテーション領域の専門性の一部である「職
業能力評価スキル」は，生徒の職業準備性（レディネ
ス）形成の程度や，職務内容の選定，就労先の選定な
どを行うための指標として活用される評価方法に関す
る知識・スキルである。この知識・スキルは，生徒の
職業的自立を支援するための重要な知識・スキルであ
るが，「関係形成調整・実態把握スキル」，「ジョブコー
チ的支援スキル」と比較すると，職業リハビリテーショ
ン従事者が求める知識・スキルとしては低く認知され
ていることが明らかになった。これは，職業リハビリ
テーション従事者が進路指導担当教員に求める知識・
スキルは，特別支援学校と関係機関とが連携して就労
支援を実施するための環境調整やコーディネーション
などをより求めている傾向にあると考えられる。
　つまり進路指導担当教員に求められている知識・ス
キルは，生徒の職業能力の獲得状況を評価するための
知識・スキルよりも，関係機関との関係形成及びコー
ディネートに関する知識・スキルや生徒の現場実習な
どにおける職務適応を促すためのジョブコーチ的な支
援，介入方法に関する知識・スキルが求められている
といえる。
（２）求める知識・スキルと連携経験の関連
　進路指導担当教員に求める知識・スキルと回答者の
これまでの進路指導担当教員との連携経験の影響を検
証した。結果，これまでに特別支援学校の作成した個
別移行支援計画書（ITP）を活用した経験のある回答
者のほうが，活用経験の無い回答者よりも進路指導担
当教員により高い知識・スキルを求めていることが明
らかになった。一方で，回答者の特別支援学校との連
携に対する困難感の有無，特別支援学校の開催する支
援会議への参加経験の有無では，有意差は確認されな
かった。藤井・落合（2011）では，個別移行支援計画
書の活用経験のある障害者就業・生活支援センター職
員の方が，活用経験のない職員よりも連携に対する困
難感が低いことが明らかにされている。特別支援学校
の作成した個別移行支援計画を活用するということ
は，支援会議へ参加しているということよりも，連携
の程度としてより深い連携状態を形成していると考え
られる。よって，より深い連携の状態を経験したこと
がある回答者は，進路指導担当教員により高い知識・
スキルの獲得を求めていると考えられる。
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６．まとめと今後の課題

　本研究は，特別支援学校進路指導担当教員に職業リ
ハビリテーション従事者から求められる専門性のうち
表層的コンピテンシーである知識・スキルを明らかに
することを目的とした。結果，３つの求められる知識・
スキルが明らかになった。またこれらの知識・スキル
は，回答者が個別移行支援計画書の活用経験の有無に
よって，求める知識・スキルの高さが異なることが明
らかになった。しかし，回答者自身の，職業リハビリ
テーションの専門性の獲得状況や自身の職業リハビリ
テーション領域に関する知識・スキルに対する自己評
価と，回答者の特別支援学校の進路指導担当教員に求
める知識・スキルの関連を検証するには至っていな
い。よって，今後は，回答者の職業リハビリテーショ
ンの専門性の獲得状況と進路指導担当教員に求める知
識・スキルとの関連を検証することが必要である。

【引用文献】

青木千帆子・渥美公秀（2007）職場適応援助者事業に
関する一考察－ジョブコーチからみたジョブコーチ
事業－，大阪大学大学院人間科学研究科紀要，33，
113-128．
知名青子（2008）知的障害養護学校における進路指導
担当教員の役割と負担感の関連－進路指導担当教諭
の移行コーディネーター的役割の可能性の検討－，
職業リハビリテーション，22（1），2-13．

藤井明日香・落合俊郎（2011）障害者就業・生活支援
センターと特別支援学校との就労支援における連携
困難要因，職業リハビリテーション，24（2），2-13.

藤井明日香（2011）特別支援学校高等部の進路指導担
当教員の専門性獲得及び専門性向上に関する現状と
課題，職業リハビリテーション，24（2），14-23.
後藤佳代（2009）教員に求められる能力の調査と研究
－効果的な教員育成方法の確立に向けて－，奈良教
育大学教職大学院研究紀要「学校教育実践研究 ｣，
95-102．

高畑庄蔵（2005）教員のジョブコーチ的アプローチに
よる養護学校での職場実習，北海道教育大学紀要－
教育科学編－，55（2），93-104．
小塩充護（2003）知的障害養護学校における職業教育
と就労支援に関する研究，独立行政法人国立特殊教
育総合研究所一般研究報告書，85-115．
松為信雄（2010）職業リハビリテーションに携わる人
材の育成，職リハネットワーク，66，1-3．
文部科学省（2005）「今後の特別支援教育の在り方に
ついて（最終報告）」．
文部省（1996）「盲学校，聾学校及び養護学校高等部に
おける職業教育の在り方について｣，東洋館，29-35．
木村宣孝（2006）知的障害教育における領域・教科を
合わせた指導と教師の専門性向上に関する研究，独
立行政法人特別支援教育総合研究所一般研究報告書
B-198，116-125．
近江龍静・内海淳・鎌田裕之・佐藤圭吾（2007）主体
的な進路選択と社会参加を促す進路学習，秋田大学
教育文化学部教育実践研究紀要，29，55-64．
清水潤・内海淳・鈴木顕（2005）知的障害者の「新た
な職域」開拓の背景と動向，秋田大学教育文化学部
教育実践研究紀要，27，45-54．
Spencer, M, L, & Spencer，M, S.（2001）コンピテン
シー・マネジメントの展開，（訳）梅津祐良，成田攻，
横山哲夫，生産性出版．
田中敦士・八重田淳（2008）発達障害のある生徒にお
ける高等学校から就労への移行支援の展望－米国の
ITPとわが国の個別移行支援計画の課題から－，発
達障害研究，30（1），9-18．

内海淳（2004）養護学校進路指導の新たな展開 , 秋田
大学教育文化部教育実践研究紀要，26，23-32．
八幡ゆかり（2009）知的障害教育における進路指導の
変遷，鳴門教育大学研究紀要，24，43-57．

渡辺明広（2006）養護学校生徒のジョブコーチを活用
した現場実習と移行支援，「静岡大学教育学部研究
報告－人文・社会科学篇－」，56，243-253．
全国特殊学校長会（2002）個別移行支援計画；就業支
援に関する調査研究報告書，ジアース教育新社．

（主任指導教員　落合俊郎）



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 2.33333
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 2.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




